
針葉樹の花芽分化および生長に対する
ジベレリンとエスレルの相互作用

こと
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InterrelatiOnship of Gibberellin and Ethrel in the

F10wer Bud FormatiOn and GrOwth Of cOnifers

(1)

ジベレリンは極わめて未熟な稚苗に花を咲かせるので,

永年作物の世代の短縮に役立ち育種上重要であるが,ジ
ベレリンの効果は樹種,樹齢,樹木の栄養状態,温度,

日長など内的,タト的条件によって異なり,ジベレリンで
着花が促進される樹種でも幼齢木に雌花と雄花の両方を
音生させることは容易でない場合が多い。さらに有効な
方法の開発が望まれている。
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HayatO HASHIztlME

Summary

The effects Of a singie treatment of ethrel(2_ch10rO_chane phOsphonic acid)

and he cOmbined treatment Of ehrel and gibberellin(GA)。
n flower bud fOrmatiOn

and grOwth were examined, using seedlings Or trees of seven cOniferOus species.

In fOliar applicatiOn, ethrel was used at the cOncentrations from loo ppm t0 2,Ooo

ppm.The results obtained are summarized as fOl10ws:

1. AlthOugh GA markedly prOmOted the flower bud fOrmation of some species Of

the Ta″ οど,αc9tr? and C,PTθ ssα C9α9, a Single treatment Of ethrel did nOt induce
the f10wer bud fOrmatiOn Of cOnifers. HOwever, cthrel was fOund tO enhance GA_

絆軌携猪ち,α,r ttitィ clc絲と孟ぞ撓:鴇甘都0♂ p粋監聰7監龍;ぐgether with GA.

2. FOliar applicatiOn Of ethrel at the cOncentratiOns frOm 10o ppm t0 2,000 ppm

had no great influence on tlle height grOwth Of conifers,  HOwever,  ethrel was

found tO inhibit markedly thЬ  promoting effect Of GA on the main_stem e10ngatiOn Of
one_year― old Crypι ottθ Tヴα デ,pο ,'ca seedlings at cOncentrations Of 5oO ppm Or a_
bOve when applied tOgether wih GA.

糞嵩縄11:争
in4肯評:ldb獄:l乱醍だ亀∴酪酬yttt麟甲4輩

4. The effect Of the cOmbined applicatiOn Of GA and ethrel varied with trec age,

and it was diStinctly recOgnized in yOung seedlings.

5. h One_ycar_Old seedhngs OF CTg?ι
οη 9TJα デαpο ,Jcα , a great number Of adven―

titiOus buds Or shOOts llere fOrmed by he cOmbined applicatiOn Of GA and ethrel.

上 ま え が き

ジベレリンが針葉樹の花芽分化を促進することが1957

年に加藤ら1)に よって発見されて以来,多 くの人々に
よつてジベレリンの利用の研究がなされ,針葉樹の着花
調節に関する研究と技術は著しく進展した。 4～

5)ス
ギ

やヒノキでは実用的規模で採種園や採種林あ着花促進に
ジベレリンが利用されてぃる。



人橋

エチレンは果実の成熟ホルモンとして最近にわかに注  理した。

目されるようになり,そ の生理作用と農業上への応用が  2.ジ ベレリンとエスレルの併用処理

盛んに研究されてぃる。 3),7)ェチレンは果実の成熟   スギ (1年生と15年生), ヒノキ (1年生と15年生)

促進1開花促進,生長抑制など極わめて多様な生理作用  およびヒノキアスナロ (10年生)を 用いて実験した。処

をもっているといわれているが,林木に対しどのような 理はすべて葉面散布法によった。ジベレリンは501100,

作用をおよばすか殆ど研究されていない。筆者は生体内  200お よび300pp mの濃度で1エスレルは1001500,およ

でエチレンを発生する合成化合物エスレル (2-ク ロロ び1,000 ppmの濃度で用い,7月 中,下旬から8月 中,下

エタンホスホン酸)を 入手し,針葉樹を用いて実験した 旬の期間に3～ 4回葉面散布した。併用散布の場合,ジ

ところ1 とくにジベレリンの作用との関連において二,  ベレリンを先に散布し,数 日後にエスレルを散布するよ

三の興味ある結果がえられたので報告する。       うにした。

本研究に際し,エスレルを分与して下さった2,4-D

協議会に対し厚くお礼を申し上げるc本研究は昭和48年

度文部省科学研究費によつて行なわれた。付記して感謝

の意を表する。

H 材料と方法

1.エ スレルの単用処理

供試材料として,ス ギ (1年生と6年生),ヒ ノキ (15

年生).ヒ ノキアスナロ (10年生)1ク ロマツ (5年生),

テーダマツ (10年生つぎ木)お よびモミ (10年生)を 用

ぃた。エスレルの処理は,水溶液の葉面散布と原液の樹

幹処理 (原液を幹に直接処理する)の二つの方法によっ

て行なった。葉面散布の場合は,濃度を100,250,500,

1,000お よび2,000ppmと し,ス ギ,ヒ ノキ,ヒ ノキアス

ナロおよびモミに対しては7月 15日 から8月 10日 の期間

に3回 ,マ ツに対しては8月 23日 から9月 13日 の間に3

回葉面散布した。樹幹処理の場合は,エスレルの原液を

形成層部に直接処理した。すなわち,幹または一次枝の

基部に横にナイフで材部に達するまできり目を入れて樹

皮をはぎおこし,形成層の部分に原液を塗布して樹皮を

元どおりにし,そ の上をテープでしばった。ヒノキアス

ナロに対しては1個体当り原液を0.lm珍 (成分量で24m9)

と0,2m珍 (48皿9), ヒノキに文寸しては1個体当り02mを

(48m9)と 0.5mι (120Ш9),モ ミに対しては1個体当り

0,2Ш9(48凪9)と 0.6m2(144n9),テ ーダマツに対して

は1主技当り0.2Ⅱを(48m9),0.5配 (120m9)お よび1.0

記 (240a19)処理した。処理時期は,ヒ ノキアスナロとヒ

ノキでは7月 16日 と7月 24日 で,半量ずつ2回 に分けて

与えた。モミに対しては7月 21日 に,テ ーダマツでは8

月23日 に全量を一度に処理した。幹処理の場合は胸高以

下の適当な場所に1枝処理の場合は第一次枝の基部に処

Ⅲ 結 果

1.エスレルの単用処理の効果

スギ,ヒ ノキ,ヒ ノキアスナロ,ク ロマツ,テ ーダマ

ツおよびモミの花芽分化はエスレルの散布 (100～ 2,000

ppm)および樹幹処理 (0.1～ 0.6皿 0/1国 体およ側 .2～ 1,0

mι /枝 )のいずれによっても誘起されなかった。また着

花数の増加も認められなかった。エスレルの単独処理は

針葉樹の花芽分化に効果がないようである。次に生長そ

の他におよばす影響についてみると,100～ 2,000ppmの

水溶液の葉面散布は,苗木および成木の枝の伸長生長に

著しい影響をおよぼさないようであった。また,落葉現

象や形態的変化もみられなかった。しかし,樹幹処理の

場合は二,三の変化がみられた。15年生ヒノキでは, 1

本の木に原液を0.5M(成分量で120m9)処理したとき,主

枝の先端部が枯死し,かなり落葉した。0.2配 (48mヮ)/

個体の処理では薬害がみられなかった。10年生ヒノキア

スナロでは, 1個体当り0.lmを (24m9)～ 0.2皿を(48m珍 )

の処理で新条の先端部の葉が紫色を帯びる場合があった。

10年生テーダマツでは, 1本 の枝に0.2mι (48Ⅲ9)～ 1.0

m2(240m9)処 理すると,処理後10日 目 (9月 上旬)ぐ ら

いから枝の下方の葉から上方の葉に向つて針葉の黄化が

起こり,か なり多くの葉 (主に旧葉)が落葉した。1,Om珍

処理区では枯死する枝もあった。

2.ジベレリンとエスレルの併用処理の効果

(1)花芽分化におよばす影響

実験の結果は第 1表～第 6表の通りである。ジベレリ

ンがスギやヒノキの苗木および成木の花芽分化を著しく

促進することはすでに多くの人々によって報告されてい

るが,本実験においてもジベレリンの顕著な花芽分化促



針葉樹の花芽分化および生長に対するジベレリンとエスレルの相互作用 (3)

第 1表   15年生スギの着花におよぼすジベレリンとエスレルの影響

Table l. Effect Of fOliar applicatiOn of gibberellin and etltre1 0n f10wer bud fOrmation in

15_ycar_old trees of CT??ι οη9TJα  ,αpο ,'Cα

*ShOwn by the n■mber Of clusters

NOtes l)In every treatment, two branches per tree were used

2)FOliar applicatiOni GA,July 14～ Aug.13,3 times,ehrel,July 20～ Aug.

14, 3 times,

第 2表 15年生ヒノキの着花におよばすジベレリンとエスレルの影響

Table 2. Effect Of fOliar applicatiOn Of gibberellin and ethre1 0n f10wer bud formation in

15_year_old trees OF CrJα ttα 9cク

'α

T'S οうと
"δ

α

処理区

Treatment

(ppm)

烏言芦そ錯『 貫需鋒s per bmnch*
1枝 当り雌花着生敷
NOす 。f female fiOwers per branch

Tree l Tree 2 Tree 3 Average Tree l Tree 2 Tree 3 Average

GA100

GA100+Ethre1 100

GA100+Ethre1 500

145

113

146

376

335

275

452

544

411

324

381

277

104

68

94

Treatment

(ppm)

NOrof male f10wers per branch NO.Of female f10wers per branch

Tree 9 Tree10 Tree12 Average Tree 9 Treelo Tree12 Average

Untreated cOntrOl

GA100

GAloo+Ethrel 1 00

GA100+Etllre1 500

600

942

54

0

1,318

1,860

2,312

3,022

1,577

2,574

2,642

3.111

1,165

1,792

1,669

2,044

7

1

0

0

49

18

27

16

27

22

25

27

28

14

17

14

Untreated cOntrOl

GA300

GA300+Ethrel loo

GA300+Ethre1 500

Tree 4 Tree 5 Tree 6 Average Tree 4 Tree 5 Tree 6 Average

371

3,851

2,890

2,297

1,868

2,960

1,814

2,120

2,598

1,577

3,359

3,410

1,612

2,796

2,688

2.609

12

171

149

52

50

20

3

3

35

4

8

6

32

65

53

20

NOtes l)In every treatment,

2)FO har apphcatiOni
14, 3 times.

two branches per tree were used.

GA,July 14～ Aug.13,3 timesi ethrel,」 ■ly 20～ Aug.



第 3表 10年生ヒノキアスナロの着花におよばすジベレリンとエスレルの影響

Table 3, Effect of foliar application of gibberellin and ethrel on flower bud formation in

10_year_old tttees of =ゝ ″ブοPSJS Jο ′αう″αια var. んοttJα J

Treatment

(ppm)

NOす of male f10wers per branch No of femaltt flo■ers per branch

Tree l Tree 2 Treell Average Tree l Tree 2 Treell Average

Untreated contrOl

GA200

GA200+Ethre1 100

GA200+Ehre1 500

71

922

876

1,068

0

1,408

914

841

0

759

832

940

24

1,030

874

950

1

27

24

28

0

63

16

9

0

1

2

0

0,3

30

14

12

NOtes l)In every treatment, tWo branches per

2)Foliar application:GA,July 14～ Aug.

14, 3 times

were used.

3 timesi ethrel, July 20-Aug.

ｔｒ

ｌ

第 4表  1年生スギ苗の着花におよばすジベレリンとエスレルの影響 (1973年 の実験 )

Table 4. Effect of foliar application of gibberellin and ethrel on flower bud formation in

one― year― old seedlings of C″ ypJο η9T'α ブαクο2'CC(an experiment in 1973)

*Shown by the number
Foliar apphcation:GA,

Of clusters.

」uly 生4´ャAug.

Treatment

(ppm)

Nor of

seedlings
treated

%of Seedlings witll
flowers

NO.Of f10wers per
seedling

企

υ ♀
企
∪

ｏ
十

GA50

GA50+Ethrel 100

GA50+Ethre1 500

80%

82

100

20%

27

50

31.9

29.5

62.4

1 .2

2.0

2.8

GA200

GA200+Ethrel 100

GA200+Ehre1 500

93

100

94

75,7

64.1

56.5

9.3

5.6

30.4

13, 3 timesi ethrel, July 20々 ャAug. 14, 3 times.



針葉樹の花芽分化おょび生長に対するジベレリンとエスレルの相互作用

第 5表
Table 5.

*ShOwn
FOliar

by he number
applicatiOn:GA,

1年生スギ苗の着花と花の発育におよばすジベレリ
Effect Of foliar applicatiOn Of gibberellin and

flOwer deve10pment iれ  one― year_。 ld seedlings
ment in 1974)

ンとエスレルの影響 (1974年 の実験 )

ehrel On fiOwer bud fOrmation and

of Crgpιο初9TJα デαPο″,cα (an experi_

ings)

of clusters.

July 22-Aug.19, 3

第 6表  1年生ヒノキ苗の着花と生長におよばすジベレリンとエスレルの影響
Table 6. Effect Of foliar applicatiOn Of gibberellin and ethre1 0n the flower bud fOrmatiOn

and grOwth of One_year_Old c/Dα
ttαθひ♂,α ″

'S Obι
2sα seedlings

timesiehrel,July 29～ Aug。 29,4 times,

処理区
Treatment

(ppm)

］鞠Ｎ。・ｏｆｓｅｅｄ・恥

着 花 率

%of seedlings
wih f10wers

1本当り着花数
NO.Of f10wers

per seedling

.ク
ラス

ター当
り雄花
数
Male
f10wers
per
cluster

花の発育 (本数%)  ~
F10wer deve10pment(%Of seedl

仝

υ
♀

treated
台 ♀

仝

υ ♀
正 常

NOrmal
抑 制
nhibite題

常

ｍａｌ

正

醜
抑 制
nhihitr・ ′

Untreated cOntrol

GA 50

GA50+Ethre1 500

GA50■ Ethrel l,ooo

GA200

GA200+Ehre1 50o

GA200+Ethrel l,ooo

12

12

12

13

12

11

12

%
0 ク

0
1  0
38.3

48.8

61.8

54.4

76.9

57.4

0

11.8

21.5

22.8

19,7

29.5

27.1

0

5.8

ユ0.2

11.1

6.8

8.4

7.4

0%

64

100

90

0
吻

0%

73

90

70

50

80

751

27

10

30

50

20

25

0

10

0

Treatment

(ppm)

NO.Of
seedlings

treated

% of seedlings
wih f10wers

NO.Of fiOwers

per seedling

Height grOwth

Seedling

height at

the start_

ing_time

Of

treatment

GrOwth GrOwth
ra teむ ♀ 台 ♀

GA500

GA500+Ethrel l,ooo

15

12

67%

67

0%

25

51.6

208.2

0

2,3

6.0

11.5

12.0

15.1

%
200

131
FOhar apphcatiOn:GA, J uly 22～ Aug。 19, 3 times;ethrel, 」uly 29～Aug,29, 4 times.
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進効果がみられた。

ジベレリンとエスレルの併用処理の効果についてみる

と,15年生スギ,ヒ ノキおよび10年生ヒノキアスナロで

は,ジベレリン単用区とエスレル併用区の雌花および雄

花の着生数には大きな違いがなく,ジベレリンとエスレ

ルの併用処理の効果は認められないようである。しかし,

1年生苗を用いた実験では成木の場合とかなり異なる結

果がえられた。第 4表 は1973年に行なった第 1回の実験

結果であるが,500ppmのエスレルの併用によってジベレ

リン単用よりも明らかに着花率が増加し,ま た着花数と

くに雌花の着生数が増加している。樹齢によってジベレ

リンとエスレルの併用処理の効果が異なることに興味を

おぼえ.翌年 1年生のスギとヒノキ苗を用いて再実験を

した結果は第 5～ 6表および写真-1～ 2の 通りである。

スギについてみると,500 ppmお よび1,000ppmの エスレ

ルの併用によつてジベレリンの単用に比べて雌雄両花芽

とも着花数が明らかに増加した。またクラスター当りの

雄花数も併用処理によつて増加した。苗木1本 当りの着

花数はG A 50ppmと エスレルの併用区よりもG A 200ppm

とエスレルの併用区で多い傾向がみられた。エスレルは

500～ 1,000ppmの 濃度で併用効果がみられ,100 ppmで

は効果がみられなかつた。

1年生ヒノキでも同様の結果がえられ,G A 500ppm

区よりもG A 500ppm十エスレル1,000ppm区 で明らかに

着花数が増加した。既往の実験によると,ヒ ノキの稚苗

にジベレリンで雌花をつけさせることは大変難しいとさ

れていたが,エスレルの併用処理によって容易に雌花が

着生するようなので,エ スレルの利用は林木育種上大い

に役立つものと思われる。

1年生スギ苗では,エスレルの併用処理によつて不定

芽が沢山発生し,こ れに花芽が分化するようであつた

(写真-1)。 スギの雌花は普通枝の先端に着生するが,

第 7表  1年生スギ苗の生長におよばすジベレリンとエスレルの影響 (1974年 の実験 )

Table 7. Effect of foliar application Of gibberellin and ethrel on the grOwth of One_year_old

CTgpιοη?T,α ブ,Pο η
'C,Seedlings(an experiment in 1974)

処理区

Treatment

(ppm)

主軸の伸長生長

Height growth 主軸長

Stem
l心 ngh

側枝長

Branch
length

主軸長/

側枝長
Stem
lengtl1/

Branch
length

側枝長/

主軸長
Branch
lengh/
Stem
length

不定芽の発生

FOrmation of

adventitious bud

処理開始
時苗高
Seedling

helght at

the starting

_time Of

treatment

伸長量

Growtla

伸長率

Growh
rate

率

　

ｇｓ

馳卿
ｓｃｅｄ‐ｉｎ�

1本当り
発 生 数
NO Of
adventitious

buds per

seedlingbuds

Untreated contrOl

GA50

GA50+Ethre1 500

GA50+Ethrel l,000

GA200

GA200+Ethre1 500

GA200+Ehrell,000

7 .9

9.2

9.2

8.2

10.5

10.6

11.7

23.5

34.9

29.6

21.8

%
297

379

322

266

31.4

44.1

38,8

30.0

15.8

13.4

12.4

12.2

1.99

3.29

3.13

2.46

0.50

0.31

0.32

0.41

%
0

0

40

60

0

0

4 .5

9.4

0

1 .2

12,7

46.0

35.1

22.2

438

331

190

56.5

45,7

33.9

11,9

13.0

12.9

4.75

3.52

2.63

0.21

0.28

0.38

FOliar application:GA, 」uly 22～Aug 19, 3 timesiethreと , July 29～ Aug, 29, 4 times.



針葉樹の花芽分化および生長に対するジベ レリンとエス レルの相互作用 (7)
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針葉樹の花芽分化および生長に対するジベレリンとエスレルの相互作用

エスレルの併用処理区では葉腋に雌花が着生する場合が

あり注目された。横に出た枝では,枝の上側と側方の葉

腋に雌花が分化し,枝の下側には不定芽も花芽も分化し

ていない (写真-1)。 エスレルと他の生長物質の相互

作用に関連して注目すべき現象であると思われる。

1年生スギ苗の花の発育はG A50ppm区 よりもGA200

ppm区で悪い。すなわち,高濃度のジベレリンを処理す

ると花の生長が抑制されて,小さい花が多数着生する(写

真-2)。 しかし,エスレルを併用散布すると, ジベレ

リンによる花の発育阻害が多少緩和されるようである。

正常に発育した花を着生した苗木の数はジベレリン単用

区よりもエスレル併用区で多い傾向がみられた。エスレ

ルは花の着生のみならず花の発育にもよい影響をおよば

すようである。

G A200ppm区の直径が l mm程度の発育不良な雄花で

も花粉は形成されている。しかし,花粉の発達は悪く,

無能花粉がかなり多く含まれていた。また直径が2m可呈

度の小さな離花も正常な胚珠を形成しているので種子を

生産することができるものと思われる。 1年生ヒノキ苗

に着生した雄花は大部分が正常に開花し1花粉を飛散し

た。また,雌花では正常な胚珠が形成されてぃた。

(2)生長におよばす影響

1年生スギ苗を用いてジベレリンとエスレルの併用処

理が生長におよばす影響を調べた結果は第7表の如くで

ある。

主軸の伸長生長はジベレリン処理によって著しく促進

された。低濃度よりも高濃度のジベレリンの散布が有効

で,G A200ppm区の伸長率は無処理区の約1.5倍 であっ

た。ジベレリンとエスレルの併用処理区の主軸の伸長は

ジベレリン単用区よりも劣り,1,000 ppmの エスレル併

用区の伸長率は無処理区よりも低かった。1年生ヒノキ

苗においても1主軸の伸長生長はジベレリン単用区より

もエスレル併用区の方が劣った (第 6表 )。 すなわち,

エスレルはジベレリンの主軸伸長促進作用を打ち消す傾

向がみられた。主軸の伸長抑制に対するエスレルの効果

は500 ppmよ りも1,lX10ppmで大であった。

側枝の伸長生長はジベレリン処理によって多少抑制さ

れたが,エスレルの併用処理はジベレリンの作用に大き

な影響をおよぼさなかった。主軸長/側枝長の比率はジ

ベレリン処理によって増大し,エ スレルの併用処理によ

って低下した。

次に無処理区とジベレリン単用区では不定芽の発生は

みられなかったが1 ジベレリンとエスレルの併用処理に

よって不定芽が多数発生した。不定芽の発生は1,000 ppm

のエスレルを併用散布 したときにとくに多かった。主軸

の先端部,側枝の基部,側枝の下方の部分などに不定芽

が発生した。ほぼ水平に出た枝では,不定芽は枝の上側

の葉腋に分化 し,下側にはみられなかった。注目すべき

現象であると思われる。

Ⅳ 考    察

エチレンおよびエスレルは種子の発芽促進,伸長生長

の抑制,項吉阿憂勢の打破1開花促進,花の性の決定,果
実の成熟促進,落果,落葉の促進など多様な生理作用を

持っていることが報告されているが 3),7),針葉樹に

対するエチレンやエスレルの作用についてはあまり研究

されていない。森田 ら
8)は

ヵラマツの耐凍性を高める

目的で 2年 生苗にエスレルを散布 したところ,200ppm
水溶液の2～ 4回の散布によって伸長成長が約 5伽,500
ppm液の 1回散布によって約10cm抑 制されたことを報告

している。Bonne卜 Masimbert l)は 苗船 7～ 12カ 月の

アリゾナサイプレス (C2PT9ss2S,T'2ο 2たα GREENE)と

ローソンヒノキ (C力αηα9cypα TJsど,ω sοηJα■,P ARL)

を用いてジベレリン,ベ ンジルァデニン,エ スレル・ C
CC,NA Aな どが花芽分化におよぼす影響を調べて次の

ような結果をえている。ジベレリンは50ppm以上の濃度

で花芽分化を著 しく促進 した。その他の物質は単独では

花芽分化に効果がなかったが1ェスレルはジベレリンと

併用処理 (G A looppm+ェ スレル200ppm)す るとジベ

レリンの開花誘起作用を著 しく促進した。また氏のデー

タによると,苗木の伸長成長はジベレリンとエスレルの

併用処理によって抑制されている。本研究においても,

BOnnet― Masimbert l)と 大体同じ様な結果がえられた。

エスレルは単独ではスギやヒノキの花芽分化に効果がな

かったが,ジベレリンと併用散布するとジベレリンの開

花促進作用を一層助長する傾向がみられた。しかし,主
軸の伸長に関してはエスレルはジベレリンの作用を打ち

消す傾向がみられた。ジベレリンはスギ苗の主軸の伸長

を著 しく促進 したが,エ スレルを併用散布するとゾベレ

リンの伸長促進作用は抑えられた。エスレルは花芽分化

に関してはジベレリンに対し助勢的にrullき ,主軸の伸長

生長に関しては措抗的に働くということができる。この
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ようなジベレリンとエスレルの相互作用は樹齢と関係が

あり,針葉樹の未熟な苗木に処理をした場合に顕著にみ

られ,成本では作用が現われないようである。エスレル

の効果は内在生長物質の樹齢変化と密接な関係があるよ

うに思われる。

エチレンはキュウリの雌花の形成を促進することが報

告されている。 7)スギゃヒノキの稚苗にジベレリンを

処理すると,一般に雄花は容易に着生するが雌花は着き

にくい。本研究によると,ジベレリンとエスレルの併用

処理によって雌花の着生が一層促進されるようなので,

エスレルは針葉樹の未熟苗の着花促進に有効であると思

われる。エスレルの生理作用や実用上への応用について

は今後さらにくわしく研究する必要があると思う。なお

近着の雑誌によると,ChaCkOら
2)は

苗齢40カ 月のマ

ンゴー (arα ,=J″ Tα れ」jcc)の 苗木に1,000m9/ゼ のエ

スレルを葉面散布して,花芽分化が著 しく促進されたこ

とを報告しているので追記しておく。

V摘 要

1.ス ギ, ヒノキ,ヒ ノキアスナロ,ク ロマツ,テ ー

ダマツおよびモミの苗木あるいは成木を用いて,エスレ

ルの単用rDhよ びェスレルとジベレリンの併用処理が花芽

分化および生長におよぼす影響を調べた。エスレルは,

葉
写許Tttξ命iょ督腰1盤堅忌身磐雰尼じ花亀しな

かった。しかし, 1年生スギおよびヒノキ苗に対しジベ

レリンと併用して散布すると, ジベレリン単用よりも併

用によって花芽分化が一層促進された。エスレルは500

～1,000ppmの 濃度でジベレリンの開花促進作用を助長

するようであった。

3.100～ 2,000pp mのエスレル水溶液の葉面散布は針

葉樹の伸長生長に著 しい影響をおよばさなかった。ジベ

レリンは 1年生スギ苗の主軸の伸長生長を著 しく促進し

たが,エスレルの併用散布によってジベレリン誘起の伸

長生長は抑 えられた。エスレルは500ppm以 上の濃度で

ジベレリンの主軸伸長促進作用を阻害 した。

4.エ スレルは,花芽分化に関してはジベレリンに対

し助勢的に働き,主軸の伸長生長に関しては措抗的に働

くようであった。

5.ジベレリンとエスレルの併用処理の効果は樹齢に

よって異なり,若い実生苗で併用効果が認められた。

6.1年生スギ苗では,ジ ベレリンとエスレルの併用

処理によって不定芽が多数発生した。
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